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受学会等における活動(役職等)
日本民族学会評議員(平成61に~8年,平成10年~N年)
Π本民族学会廻訂Ⅱ(平成6年~ 8年,平成10年~14イf)
Π木文化人類学会評議員(平成16年~平成20年)
日本文化人類学会理ホ(平成16午~平成]8午)
韓国・朝鮮文化研究会理小:(平成12年~16年)
輔卿・」初鮮文化研究会副会長(平成12午~1"月
韓国・朝鮮文化可究会会長(平成N年~16年)
韓国・朝鮮文化研究会運営委員(平成14年~22年)
比較家族史学会理ホ(平成N年~平成23年・)
中四仏1人類芋吊炎話会設立世話人(乎成6年)
東北人類学談話会世話人 C平成8年~21年)
第17回谷IJ国際シンポジウム民族学部門災行委員長(平成5年)
比較家族史学会第50回記念大会実行委貝長(平成2併杓
社会における活動
広島市都市政策研究会専門委員(昭和59年)
広島市「被爆50周年記念史編架研究会」委員(〒成4年~7年)
広島市博物館展示検討委員会委員(平成5年~8年)
第一回日韓地方新聞編集局長会議コーディネーター(平成7年)
??
?

1.著書.編書
1.『韓田農村事情』
嶋陸奧彦,1985年Ⅱ月, PHP研究所
2.『アジアを語る』
山下彰一他,1994年1月,中国新聞社
3.『変貌する韓国社会一ーブL七0~・一九八0年代の人類学調査の現場から』
嶋陸奥彦・朝倉敏夫編著,1998年6月,第一書房
績
4. rhι Aπthl'0つ010ξνω'k0少ια.'五αSt Asiαπ 1)ιアSPιιh'υιS
SHIMA Mutsuhi1Φ& Roger L. JANEI"LI,(eds.),1998.9. osaka: National
Museum of Ethn010gy
5.『韓国道すがら一人類学フィールドノート30年』
嶋陸奥彦,2006年4月,草風館
目 録
6. stat記S απd stアαhyi'ιαti0πJ C1ιlt記1'αIF01?πS iπ East απd s01ιthιαStASI'α
SHIMA, Mutsuhiko (ed.),2008.3. Melbourne, Australia : Trans pacific press
フ.『韓国社会の歴史人類学』
嶋陸奥彦(近刊),風響社
8.『つれづれなる日々』
嶋陸奥彦(近刊),レター出版
9.『やってみる文化人類学』
束北大学文化人類学研究室編(近刊),峡峨野書院
Ⅱ. 調査報告書
1.「旅券下付衷分析一明治後期におけるアジブ地域への波航者に関する予休i的考
察一」
嶋陸奥彦,『日本社会論および圃際礼会論からみた広島についての総合的研
究』(頼祺・一編),総合科学部,1989年3月
2.「朝鮮近世族譜のコンビュータ分析:データ・ベースの作成」
嶋陸奥彦,『平成元年度年報』(財)福武学術文化振興財団,1990年8月
3.「越境者:旅券下付表にみる戦前の広島県からアジアカ面への渡航者」
嶋陸奥彦,『地方社会の自己証明一広島の学際的研究一』(頼祺・一編),広
島大学総合科学部,1992年3月
?
24
「 朝 鮮 近 世 族 譜 の コ ン ピ ュ ー タ 分 析 」
嶋 陸 奥 彦 , 平 成 3  - 4 年 度 文 部 省 科 学 研 究 費 補 助 金 帳 告 1 1 , 1 9 9 4 年 3 月
「 韓 岡 の 地 域 社 会 桜 新 鄭 こ 1 男 す る 歴 史 人 類 学 的 研 究 一 李 朝 戸 籍 の 分 析 」
嶋 陸 奥 彦 , 平 成 5  - 6 4 F 度 科 学 研 究 讐 補 助 金 報 告 ・ i 井 , 1 9 9 5 年 3 月
「 朝 鮮 近 世 地 域 社 会 に お け る 姻 戚 関 係 一 李 朝 戸 籍 の 歴 史 人 類 学 的 分 析 」
嶋 陸 奥 彦 , 平 成 7  - 8 年 度 科 学 研 究 費 補 助 金 恨 告 冉 ,  1 9 9 7 午 3 円
「 大 邱 市 郊 外 に お け る 都 市 化 と 親 族 組 瓢 剣
嶋 陀 奥 彦 , 平 成 8 - 1 0 年 度 科 学 研 究 費 補 助 釡 ( 国 際 学 術 研 究 ( 海 外 調 査 ) )
「 韓 国 社 会 に お け る 都 市 化 の 過 程 に 関 す る 文 化 人 類 学 的 研 究 」 ( 研 究 代 表 者 . 東
京 大 学 教 授 ・ 伊 藤 亜 人 ) 報 告 書 , 1 9 9 9 年 3 月
"  R e s e a r c h  o n  t h e  K o r e a n  F a m Ⅱ y :  A  R e v i e w "
"  E i g h t e e n t h  c e n t u r y  K o r e a n  K i n s h i p  :  A  v i e w  t h r o u g h  G e n e a l o g i e s  a n d
H o u s e h o l d  R e g i s t a ・ S "  S H I M A ,  M u t s u h i k o , 平 成  7  ~ 1 0 年 度 科 学 研 究 費 補 助
金 ( 国 際 学 術 研 究 ) 「 東 ア ジ ア に お け る 1 8 世 紀 刑 事 判 例 の コ ソ ヒ ュ ー タ ー 民 族
学 的 研 究 : 中 国 , 日 本 , 韓 国 , ヴ ェ ト ナ ム の 上 断 愛 』 , ( 研 究 代 表 老 : 国 立 民 族 学
博 物 館 教 授 ・ 杉 田 繁 治 ) 級 告 1 1 , 1 9 9 9 年 3  村
「 韓 国 の 族 譜 一 刊 行 す る 行 為 と い う 視 点 か ら ー 」
嶋 陸 奥 彦 , 〒 成 1 3 ~ 1 5 年 疫 科 学 研 究 讐 補 助 釡 『 東 ア ジ ア 家 系 記 録 ( 宗 譜 , 族
家 譜 ) の 総 合 的 比 較 研 究 』 ( 研 究 代 表 者 : 東 京 大 学 東 洋 文 化 研 究 所 教 授 .
三 ゛ 立
Ⅱ 日 ,
宮 叫 計 専 史 , 平 成 1 4 午 度 よ り 立 教 大 学 文 学 部 教 授 ・ 上 田 信 に 交 代 ) 帳 告 1 1 , 2 0 0 4
年 3 月
『 長 期 的 視 野 に お け る 韓 国 の 地 域 礼 会 伝 統 研 究 一 近 Ⅲ 両 班 社 会 か ら 現 代 都 市
・ 』
ノ ＼
1 呪 陸 奥 彦 , 平 成 1 3 ~ 1 6 年 度 科 学 研 究 費 補 助 金 研 究 最 告 書 , 2 0 備 午 3 月
『 韓 国 家 族 の 歴 史 人 類 学 的 研 究 奴 蝉 階 層 の 家 族 を 中 心 に ー 』
嶋 陸 奧 彦 , 平 成 1 7 年 度 ~ 平 成 1 9 年 度 科 学 研 究 費 補 助 余 研 究 帳 告 書 , 2 0 0 9 年 9 月
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研 究 論 文 ( 単 独 甑 筆 ・ 共 向 執 讐 り
1 . 「 堂 内 ( c h i b ・ ・ a n ) の 分 析 」
嶋 陸 奥 彦 , 『 民 族 学 研 究 』  4 1 巻 1 ・ 号 , 1 9 7 6 年 6 月
2 . 「 韓 国 の 門 中 と 地 縁 性 に 関 す る 試 論 」
嶋 陸 奥 彦 , 『 民 族 学 研 究 』  4 3 巻 1 牙 ' , 1 9 7 8 年 6  打
3 . 「 韓 国 農 村 に お け る 生 産 関 係 」
嶋 陸 奥 彦 , 『 広 上 b 大 学 総 合 科 学 部 紀 要 1 . 地 域 文 化 研 究 』  5 号 , 1 9 7 9 年
Ⅱ
4 「韓国の『家』の分析」
嶋陸奥彦,『広大アジア研究』(広島大学総合科学部アジア研究講座) 2号,
1980年9 門
「換金作物栽培と農村」
嶋陸奥彦,『広大アジア研究』(広島大学総合科学部アジア研究講座) 3号,
19部仟.4 j]
、埠国農村村落構造研究上早三」(韓同農村村落構造研究ノート)
人1叶早登言1旦(嶋陸奥彦),『帷国文化人類学W 15輯,1983年12月
「アジアと広島のかかわりーその歴史と現状」
嶋陸奥彦,『都市政策研究』(広島市都市政策研究会) 5号,1985年10河
「族譜・と円中忽愉剣
嶋陸奥彦,『Π高見国』,菊池啓治郎学兄還暦記念会編・出版,1985年12"
「氏族制度と門中組織」
嶋陸奥彦『現代の社会人類学弟一巻親族と社会の構造』(伊藤亜人・関
本照夫・船曳建夫編)東京人学出版会,19釘午9刀
"computer Analysis of Genealogies: An lnterim Report"
SHIMA, Mutsuhiko, k01ιαπ ShιdiιS,1tS 7αShS απd PιおつιCガυιS.'四αつels ojlhι
5th 1πiιアπαh'0παI Cωlfι1'ιπCe 0π K01でαπ St記diιS, V01.Ⅱ, Academy of Korean
Studies,1988年12打
「大邱戸籍試掘方法論的試図一」
嶋舵奥彦,『斗山金宅圭博士回甲紀念文化人類学論叢』,斗山金宅圭博士回甲
紀念委員会編・出版,1989年10jj
「契と村礼会」
嶋陸奥彦,『民族文化の世界下巻汁会の統合と四血切 q河部年晴・伊藤亜
人・1剣東真子編)小学舘,1990年4月
"1n Quest of socialRecognition: A Reh'ospective view on the Deve]opment of
Korean Lineage organization"
SHIMA, Mutsuhiko, Hαアbald/、01訂,πα10jAsiah'ι ShιdiιS, V01.50,1990.6
「族譜歴史人類学的展望・・」
嶋陸奥彦,『韓殉礼会の文化人類学的研究』(杉山晃一・櫻井哲男編),弘文
堂,1990年IU]
「大丘戸籍にみる削鮮後期の家族枇造の変化一「父母と同居する子」を中心
にー」
峡陛奥彦,鵬朔舛学報』 14小叫,19兜年1011
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" K o r e a n  G e n e a l o g y :  s o m e  D e m o g r a p h i c  s i m u l a t i o n s "
S H I M A ,  M u t s u h i 1 如 ,  C 0 π t a d s  B ι t 託 , ι ι π  C 記 n 1 ι ア e s J  P I 0 ι ι ι d i π g s  o j が 1 ι  3 3 ア d  1 π t ι r
π α h ' 0 π α I  C 0 π ξ I c s s  o j A s i α π α π d  N o l t h  A / π ' ι α π  S t 記 d i ι S ,  V 0 1 . 4 .  L e l v i s t o n :  T h e
E d w i n  M e Ⅱ e n  p t e s s . 1 9 9 2
「 親 族 制 度 か ら み た 朝 鮮 社 会 の 変 動 一 族 譜 の 検 討 を 中 心 に ー 」
嶋 陸 奥 彦 『 ア ジ ア か ら 穹 え る [ 6 ] 長 期 社 会 変 動 』 ( 溝 口 雄 三 他 編 ) , 東 京 大
学 出 版 会 , 1 9 9 4 年 1 0 月
W 朋 鮮 時 代 後 期 の 村 落 構 成 の 動 態 一 大 丘 戸 籍 の 分 析 一 」
嶋 陸 奥 彦 , 『 東 洋 文 化 』 ( 東 京 大 学 東 洋 文 化 研 究 所 )  7 6 号 , 1 9 9 6 年 1 月
「 大 洞 契 冊 を 読 む 」
嶋 陸 奥 彦 , 『 朝 鮮 文 化 研 究 』 ( 東 京 大 学 大 学 院 人 文 社 会 系 研 究 科 韓 国 朝 鮮 文 化
研 究 室 )  3  号 , 1 9 9 6 年 3 j l
「 族 譜 の コ ン ス ト ラ ク シ ョ ン 」
嶋 陸 奥 彦 , 『 岩 波 講 座 文 化 人 類 学 第 四 巻 個 か ら す る 社 会 展 望 』 ( 青 木 保 他
編 ) , 岩 波 冉 店 , 1 9 9 7 年 1 0 河
「 旅 券 下 付 表 分 析 一 戦 前 の 広 島 県 か ら ア ジ ブ 方 面 へ の 渡 航 者 に 関 す る 予 備 的
観 察 一 」
嶋 陸 奥 彦 , 『 広 島 市 公 文 書 館 紀 要 』 2 1 号 , 1 9 9 8 年 3 月
「 変 貌 す る 韓 国 社 会 と 人 類 学 調 査 」
・ ' / L 七 0 ~ 一 九 八 0 年 代 の 人 類 学 調 査 の
嶋 陸 奥 彦 , 『 変 貌 す る 韓 国 社 会
現 場 か ら ー 』 ( 嶋 陸 奥 彦 ・ 朝 倉 敏 夫 編 ) , 第 ・ 一 書 房 , 1 9 9 8 年 6 月
「 七 0 年 代 中 期 羅 州 郡 農 村 の 農 業 慣 行 一 火 き な 変 化 の 直 前 一 」
嶋 陸 奥 彦 『 変 貌 す る 韓 国 社 会 一 一 九 七 0 ~ 一 九 八 0 年 代 の 人 類 学 調 査 の
現 場 か ら ー 』 ( 嶋 陸 奥 彦 ・ 朝 倉 敏 夫 編 ) , 第 一 書 房 , 1 9 9 8 年 6 月
"  1 n t T o d u c t i o n "
S H I M A  M u t s u h i k o  &  R o g e r  L .  J A N E L L I .  r h ι  A π t h ア 0 1 ) 0 1 0 g  ω '  K 0 π α . ' 五 4 S t
A S I ' α π  P ι ? S つ ι d i υ ι S ,  e d .  b y  s H I M A  M u t s u h i k o  &  R o g e r  L .  J A N E L L I ,  N a t i o n a l
M u s e u m  o f  E t h n 0 1 0 g y , 1 9 9 8 . 9
"  R e t r i e v i n g  t h e  p a s t  w i t h  G e n e a l o g i e s "
S H I M A  M u t s u h i 1 ζ 0 , 7 h ι A π t h 初 つ 0 1 0 g  4 / 、 k 0 ア ι α . ' 三 α S t A s i α π P ι ア S P ι d i υ ι S ,  e d .  b y
S H I M A  M u t s u h i k o  &  R o g e r  L .  J A N E L L I . ,  N a t i o n a l  M u s e u m  o f  E t h n 0 1 0 g y ,
1 9 9 8 . 9
" c o m p u t e r - a i d e d  A n a l y s i s  o f  l く i n s h i p  l n s t i t u t i o n s "
S H I M A ,  M u t s u h i k o ,  K 0 π α π  S h ι d i ι S i π  l h ι  1 π / 0 才 形 α h ' 0 π A g ι  q f ' t h ι  2 1 S t  C ι π t 記 ? ン
S ι 1 ι d ι d P α つ し お  Q f ' t h ι  1 0 i h  1 兜 i ι 1 ' π α ガ 0 π α I C 0 π j ι π π ι ι 0 π  K ' 0 ア ι α π  S t 記 d i ι S .  A c a d e m y
0 {  K o r e a n  s t u d i e s , 1 9 9 8 . 1 1
1 7
1 8
1 9
2 0
2 1
2 2
2 3
2 4
2 5
2 6
27 「赴三1 寺そ叫凪田村円川翊円喬71魂弁暑図叫ユ啓円(含意)」(韓国農村
における世帯の長期的流動性とその含意)
入101早登司忍(嶋陸奥彦),『司号'呈凱田昇叫』(韓1塞文化人類学) 31丕],
1998.11
「韓国人の名前一併存する複数の名前と呼び名一」
嶋陸奥彦,『名前と社会』(上野和男・森謙二編),早稲田大学出版部,1999
イr 6 jj
「歴史人類学から見た韓国の親族結合」
嶋陸奥彦,『東アジアにおける親族の再構築』(吉原和男編),風劉社,2000
年Ⅱ月
「都市化の中の親族集団一大邱市の斗Π列検討・・・」
嶋陸奥彦,『帷日社会細織の比較』(伊藤卿人・韓敬九編),慶應義塾大学出
版会,2002年2 打/「星人1卦舎円包秀召赴.01〒入1円人}司毛臣」,司弓〒
/01呈 0}川圧舌雫『弔智八1国丕叫円川司』高麗大学校腫研出版部,
2002.フ
"changing Househo]d composition in Late choson-period Korea, with special
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「 契 冊 と 戸 籍 に み る 洞 構 成 世 帯 の 動 態 」
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ラ ソ ス フ ォ ー メ ー シ , ン 」 ) , 1 9 9 1 守 . 5 月 , 吹 田
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年 9 月 , ソ ウ ル ( 韓 国 )
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入10}早墨司旦(嶋陸奥彦),韓国文化人類学会第30回全国大会(学会創立如
周年記念),1998年5月,ソウル(韓国)
" computer-aided Analysis of Kinship lnstitutions"
SHIMA, Mutsuhiko,10th lnternationa] conference on Korean studies,
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"18th century Korean Kinshゆ: A view through Household Registers"
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Leiden, Nederland
「韓国のフィールドワークと民族誌的現在」
嶋陸奥彦,第78回東北人類学談話会,1998年7刃,仙台
「日本人の姓:"伝統"と現代」
嶋陸奥彦,啓明大学校外国学大学叫寺別講演,1998年Ⅱ月,大邱(韓国)
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「東ブジア社会と儒教:コミュニティと文化の視点」
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「 朝 鮮 時 代 の 戸 籍 と 家 族 ・ 親 族 研 究 」
嶋 陸 奥 彦 , 日 文 研 レ ク チ ャ ー , 2 0 0 0 年 8  打 , 京 都
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2 0 0 2 . 6 . ,  s e o u 】 ,  K o r e a
「 東 北 地 区 に お け る 人 類 学 教 育 の 歴 史 と 現 状 : 東 北 大 学 文 学 部 ・ 大 学 院 文 学 佃
究 科 」
嶋 陸 奥 彦 , 東 北 人 類 学 談 話 会 第 1 0 0 回 記 念 シ ン ポ ジ ウ ム , 2 0 0 3 年 Ⅱ 月 , 仙 台
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嶋 陸 奥 彦 , 倒 立 民 族 学 博 物 館 共 同 研 究 会 σ 韓 国 社 会 : グ ロ ー バ ル 化 の 中 の
諸 局 面 」 ) , 2 0 0 4 年 1 2 月 , 吹 田
「 ア パ ー ト 団 地 開 発 地 区 の 露 天 商 街 . 韓 国 の 都 市 イ ヒ の 一 断 面 」
嶋 陸 奥 彦 , 第 Ⅱ 1 回 束 北 人 類 学 談 話 会 , 2 0 0 5 年 7 打 , 仙 台
" A  s t r e e t s i d e  v i e w  o n  G l o b a l i z a t i o n  i n  K o r e a "
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「 フ ィ ー ル ド ワ ー ク と 文 書 の あ い だ 」
嶋 陸 奥 彦 , 韓 国 ・ 朝 鮮 文 化 研 究 会 第 6 回 研 究 大 会 シ ン ポ ジ ウ ム 「 文 字 と 無 文
字 の あ い だ 」 , 2 0 0 6 年 1 0 月 , 東 京
「 人 類 学 と 朝 鮮 社 会 史 一 個 人 的 越 境 の 休 験 一 」
嶋 陸 奥 彦 , 朝 鮮 史 研 究 会 第 4 5 回 大 会 特 別 講 演 , 2 0 0 8 年 1 0 月 , 京 都
「 全 南 羅 州 郡 文 平 面 雲 峰 見 龍 士 村 大 洞 契 冊 叫 誓 乱 叫 」 ( 全 南 羅 州 都 文 平 血 雲 峰
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川 口 1 早 登 司 呈 ( 嶋 陸 奥 彦 ) , 国 立 韓 国 学 中 央 研 究 院 第 4 8 回 海 外 韓 国 学 舌 呈 ヲ 1 暑 ,
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「 家 族 関 係 か ら 見 た 奴 蝉 の 姿 一 1 7 世 紀 末 ~ 1 8 世 紀 前 半 の 大 丘 戸 籍 の 事 例 か ら ー 」
嶋 陸 奥 彦 , 朝 鮮 史 研 究 会 関 東 部 会 月 例 会 , 2 0 四 年 5 月 , 東 京
4 7
娼
4 9
5 0
5 1
5 2
5 3
泓
5 5
5 6
57 Rιth力がこiπσPai1記力lealDιSιιπtiπ五asiAsia
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Ⅵ. 書評.紹介
1.李光奎茗『韓国家族の構造分析』
嶋陸奥彦,『民族学研究』 41巻,1977年3月
2. Marsl〕aⅡ, Robert craig 著, C011ιιh'ue Dια'SI'0πーハ1αhl'πg iπノαつαπ
嶋陸奥彦,『民族学研究』54巻,1989年12打
3.ボ成道男編『中原と周辺一人類学的フィールドからの視点』
嶋陸奥彦,『民族学研究』 64巻,2000年3ナ1
Ⅶ. 解説・評論等
1.「朝鮮の人々」
嶋陸奥彦,『世界の民族 13巻東アジア』(大林太良痢嗣,平凡社,1979年12打
2,「儒教倫理と経済原理の衝突」
嶋陸奥彦,『季刊民族学』,1983年
H
3.「韓国のムラ トンネとマウル・・ー」
嶋陸奥彦,『目本民俗文化大系河祁』 7号,1984年
4.「地域社会」
嶋陸奥彦,『もっと知りたい韓1司』(伊藤亜人編),弘文堂,1985年3 河
5.「マウルームラ社会」
嶋陸奥彦,『基礎ハングル』 1985年5月
9.「朝鮮半島の子ども用晴れ着のたびと靴」
嶋陸奥彦,『打刊みんぱく』 12巻7・号,19朋年7月
6.「家」
嶋陸奥彦,『基礎ハングル』 1985年6月
フ.「4,儀」
嶋陸奥彦,『基礎ハングル」1985年10月
8.陣命国農村のお正河」
嶋吐奥彦,『世界週報』 1986年1月
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「 朝 鮮 ・ 韓 国 の 住 居 の 特 徴 」
嶋 陸 奥 彦 , 『 エ デ ュ カ ー レ 地 理 』 1 9 8 8 年
「 民 具 の 智 恵 脱 穀 具 : 韓 国 」
嶋 陸 奥 彦 , 『 季 刊 民 族 学 物  5 9 号 , 1 9 兜 年 1 月
「 韓 1 到 社 会 : 伝 統 の 形 成 と そ の ト ラ ン ス フ ォ ー メ ー シ " ン 」
嶋 陸 奥 彦 , 『 民 愽 通 信 』  5 6 ・ 号 , 1 9 9 2 年 3 月
「 移 民 連 載 を 読 ん で 」
嶋 睦 奥 彦 , 『 中 周 新 聞 』  1 9 9 2 年 4 月
畔 阜 国 : 伝 統 と 現 代 の 問 」
嶋 陸 奥 彦 , 『 中 国 新 聞 』  1 9 兜 年 6 月 ~  8 月 ( 8  回 連 載 )
「 族 譜 の 世 界 」
嶋 陸 奥 彦 , 『 韓 国 文 化 』  1 7 巻 7 号 , 1 9 9 5 年 7 月
「 東 ア ジ ア の 人 類 学 と 韓 国 研 究 」
嶋 陸 奥 彦 , 『 月 刊 み ん ぱ く 』  1 9 9 3 年 Ⅱ 月 号
「 郊 外 の 都 市 化 」
「 祭 り と 市 民 」
「 カ ー プ を 見 つ め る ひ と び と 」
「 地 域 の な か の 公 民 館 」
「 市 民 の 活 動 に み る 広 島 の ア イ デ ン テ ィ テ ィ 」
嶋 陸 奥 彦 , 『 被 曝 5 0 周 年 図 説 戦 後 広 島 市 史 衝 と 暮 し の 5 0 年 』 ( 高 橋 衛 監 修 ) ,
広 島 市 総 務 局 公 文 書 館 , 1 9 9 6 年 3 月
「 韓 国 社 会 : 高 度 経 済 成 長 下 の フ ィ ー ル ド ワ ー ク 」
嶋 陸 奥 彦 , 『 民 博 通 信 』  7 6 号 , 1 9 9 7 年 3 月
「 氏 族 制 度 と 族 譜 」
「 地 域 ・ 行 政 」
「 交 通 と 流 通 」
「 都 市 の 概 況 」
「 村 落 」
嶋 陸 奥 彦 , 『 も っ と 知 り た い 韓 国 ( 第 2 版 ) 』 ( 伊 藤 亜 人 編 ) , 弘 文 堂 , 1 9 9 7 年
1 2 月
「 韓 国 の 家 族 の 長 期 的 変 容 」
嶋 陸 奥 彦 , 『 扶 養 と 相 続 』 ( 奥 山 恭 子 ・ 田 中 真 砂 子 ・ 義 江 明 子 編 ) , 早 稲 田 大
学 出 版 部 , 1 9 9 8 年 1 0 月
「 東 ア ジ ブ の 社 会 と 儒 教 : コ ミ ュ ニ テ ィ と 文 化 の 視 点 」
嶋 陸 奧 彦 , 『 阪 判 1 ・ 淡 路 大 震 災 4 周 年 記 念 事 業 総 合 フ ォ ー ラ ム 長 寿 社 会
シ ソ ポ ジ ウ ム 報 告 書 近 代 都 市 に お け る 新 し い コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り 』 ( 財 ) 兵 庫
県 長 寿 社 会 研 究 機 構 , 1 9 9 9 年 3 月
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22 「朝鮮半島文化の二重組織論をこえて」
嶋陸奥彦,『日本における韓国文化の表象』(朝倉敏夫編),国立民族学博物
館,2000年7 打
「専攻分野史第二五節文化人類学専攻分野」
第五編文学研究科・文学部』嶋陸奥彦,『東北大学百年史四部局史
東北大学,20船年5月
「東北人類学談話会第100回記念シンポジウム「東北地区における人類学教育
の歴史と現状」束北大学文学割←大学院又学研究科」
嶋陸奥彦,『東北人類学論WU 第3号,2004年3月
「プロジェクト紹介:異文化共生の公共人類学的研究」
嶋陸奥彦广沼崎一郎,久保田亮,『東北人類学論壇』 8号,2009年3月
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Ⅷ.辞書項目
1.平凡社『大百科事典』(7項目)
1)産神,2)オンドル,3)葬制舛明鮮],4)朝鮮[牛活文化と社会],
5)住居[朝鮮],6)出産を巡る信仰と習俗[朝鮮],フ)墓[朝鮮]
嶋陸奥彦,1984~1985年
2.弘文堂『文化人類学斗叫如 a項目)
「朝鮮族」
嶋陛奥彦,1985年
3.平凡社『朝鮮を知る4U1如 a3項目)
1)育児,2)産神,3)オンドル,4)還暦,5)故郷,田こども,フ)住
居,田出産,9)葬式,10)祖先祭祀,11)通過儀礼,12)墓,13)老人
嶋陸奥彦,1986年3月
4.弘文堂『歴択学小典』 a項目)
「朝鮮の祖先崇拝」
嶋陸奥彦,20船年2月
5. vered Amit ed., Bi0ξ1αPhicalDiCガ0πα1:y ojsoclh1 απd c"h"少αIAπthア0つ010叉y,
London & New York: Routledge,(2 項目)
1) 1ZUM(, seiichi,2) NAKANE, chie
SHIMA, MutsuhⅡζ0,2004
6.弘文堂『文化人類学文献事典』(4項勵
1)泉靖一著『済州島』,2)釡宅圭著『韓国同族村落の研究』,3)ジャネリ,
R.・仟敦姫茗『祖先祭祀と韓国社会』,4)中根千枝編『韓国農村における家
族と祭儀』
嶋陸奥彦,2004年12打
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Ⅸ .
映 像 記 録
1 . 「 韓 国 の 祖 先 祭 祀 」
嶋 陸 奥 彦 ・ 劉 明 基 監 修 , 国 立 民 族 学 博 物 館 ,
2 . 「 韓 国 の 都 市 開 発 と 門 中 の 伝 統 」
嶋 陸 奥 彦 ・ 劉 明 基 監 修 , 国 立 民 族 学 博 物 館 ,
X . そ の 他
1 . 「 2 4 年 目 の 理 解 」
嶋 陸 奥 彦 , 『 飛 翔 』  U 太 島 大 学 総 合 科 学 部 靴 ) 四 号 , 1 9 鮖 年 9 月
2 . 「 異 文 化 の 窓 と し て の 親 族 研 究 」
嶋 陸 奥 彦 , 『 束 北 大 学 学 蝦 』 2 7 2 号 , 1 9 9 9 年 4 月
3 . 「 族 譜 研 究 こ と は じ め 一 人 類 学 か ら 接 近 す る 歴 史 一 」
嶋 陸 奥 彦 , 畔 n 国 朝 鮮 の 文 化 と 社 会 』 創 刊 号 , 2 0 0 2 年 1 0 月
4 . 「 思 い カ ヌ ナ ず も 」
嶋 陸 奧 彦 , 『 韓 圃 朝 鮮 の 文 化 と 社 会 』  3 号 , 2 0 叫 年 1 0 打
5 . 「 伊 藤 亞 人 さ ん の 人 類 学 と 韓 国 研 究 」
嶋 陸 奥 彦 , 『 東 ア ジ ア か ら の 人 類 学 』 ( 伊 藤 亞 人 先 生 退 職 記 念 論 文 集 編 集 委 員
会 編 ) , 風 糾 社 , 2 0 0 6 午  3 月
1 9 9 9 年 5 月
1 9 9 9 年 5 月
6 . 「 意 識 さ れ る こ と , さ れ な い こ と 」
嶋 陸 奥 彦 , 『 韓 国 朝 鮮 の 文 化 と 社 会 』  5 ・ 号 , 2 0 0 6 年 1 0 月
フ . 「 人 類 学 と 軌 鮮 社 会 史 一 個 人 的 越 境 の 体 験 一 」
嶋 陸 奥 彦 , 『 朝 鮮 史 研 究 会 論 文 集 』 4 7 集 , 2 0 四 年 1 0 月
8 . 「 冽 上 収 よ ど こ へ ? 」
嶋 陸 奥 彦 , 『 韓 国 朝 鮮 の 文 化 と 社 会 』  8 号 , 2 0 0 9 年 1 0 月
9 . 「 つ き つ 航 れ つ 一 崔 吉 城 さ ん と 私 一 」
嶋 陸 奥 彦 , 『 崔 吉 城 先 生 古 希 記 念 論 文 集 』 ( 近 刊 )
